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貴校の校風、おおまかな特色について： 

本園は、幼稚園要覧に「お陽さまと水と土あふれる森のようちえん」と表現しており、６０００

㎡の敷地に 3870㎡の園庭を有する緑あふれる幼稚園です。 

園庭には、48種類、100本あまりの樹木があり、その中には姫リンゴやみかん、サクランボ、

ブルーベリーなど 10種類の果樹を含みます。花が咲き実をつける果樹や、春になると新緑に萌え

冬になると葉を落とす木々のある豊かな自然環境は、子どもたちに発見と考えることの喜びをもた

らします。私たち教員は、その自然を生かして心も体も使った多様な遊びが展開できるよう、子ど

もたちが自分から興味を持って夢中になって遊ぶ意欲を育てる環境作りをしています。そして、そ

の環境で教師や友達と一緒に遊び、気付いたり考えたりしながら、共により楽しい学びの場を作っ

ていくことを大事にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴校の卒業生の活躍状況について： 

追跡調査はしていません。卒園後は、小学校の授業参観や話し合いを充実させています。 

 

貴校勤務経験者の先生方が公立学校・教育委員会などへ戻られた後の活躍状況について： 

本園職員は、全員が大学採用であり異動はありません。また、最近は市町教育委員会との交流人事

はありませんが、今後再開していきたいと思っています。 

 



魅力のある、特色のある、または、今後、公立学校へも展開できそうな先導的な取り組みなどに

ついて：  

➀研究への取り組み                ②資質向上の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③英語活動への取り組み（英語特有の音声やリズムを親しむ）       ④食育への取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤カレーパーティーへの取り組み        ⑥栽培活動への取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「夢中になって遊ぶ姿を支える教師の援助」 

～体を動かして遊ぶ活動～ 

をテーマとした研究の 4年目です。年に 2回、運動能力テ

ストを行い、夢中になって遊ぶ中でどのような力が育ってい

るかを、事例とデータをもとにした研修を進めています。 

平成 26年三重大学教育学部附属幼稚園研究紀要 

自分自身の力量を高めるために、年間

10回の相互参観（１人２回）を実施し

ています。互いの保育を見合い協議会で

意見交換することで互いに支え合い、高

め合っていくことにつながっています。 

「英語で遊ぼう！」 

年長組に２週間に１度、小学校のＡＬＴの先生に来

ていただいています。一緒に遊びながら英語に慣

れ、音やリズムに親しむことが目的です。 

食べることの楽しみや食べ物への興味・関心を

通して、食教育を推進しています。 

本園では、３０年ほど続く取り組みです。畑に玉ね

ぎなどの野菜を植え卒園した小学１年生を年長児が

招待し、年長児が作ったカレーを一緒に食べる取り

組みです。 

各保育室前の畑に自分たちで野菜を植え、育て、

収穫し、調理し、食べる取り組みです。 



⑦ニコニコタイム（園全体で体を動かす活動）       ⑧飼育活動の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨保健室の取り組み            ⑩大学との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪三重大学教育学部四附属学校園の一貫教育の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決まった曜日、時間に設定することによりメリ

ハリのある園生活がスタートでき、異年齢の子

どもたちがかかわりを深めることができます。 

毎年、各学年それぞれにねらいを持ち、蚕を飼育し

ています。餌（桑の葉）の調達や繭を使ったコサー

ジュ作りなど、保護者も巻き込んだ取り組みです。 

養護教諭と子どもの信頼関係をベースと

した保健指導を推進しています。 

幼・小・中の１２年間を通して、連続性・系統性のあ

る学習を保証し、「豊かな学び」の充実のもと、生きる

力を持った心豊かな子どもの育成を目指しています 

たくさんの場面で、教育学部の先生方と連携して

保育活動や研修を行っています。 



地域において、現在、貴校はどのような存在であると考えますか 

地域の教育委員会とは研修面を中心に連絡を密にしています。恒例になっている拡大園内研修で

は、公立の先生方や教育委員会の方々が本園の保育参観と協議会に参加し、ともに学びあっていま

す。教育委員会の先生方からは、本園の取り組みについて大変期待されています。 

本年度は①附属小学校研究会 司会 

    ②三重県鳥羽市幼稚園教員研修会 講師 

    ③三重県教育委員会新規採用教員研修会 講師 

    ④津市幼稚園教員指導力向上研修会 講師 

    ⑤男女共同参画分科会 パネリスト 

    ⑥体力向上指導者要請研修会への参加 

                           他 

 

 

 

附属学校の存在意義、貴校の存在意義について 

①今、必要とされる分野での先進的な研究の推進 

②新しい教育課程の編成と教育方法の研究 

③地域の子育て支援センターとしての役割の充実発展 

以上のことを絶えず考えて園運営をしています。 

 

 

 


